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1．研究の背景と目的

学習指導要領（平成30年度告示）解説にて，数学的に

考える資質・能力を「数学的な見方・考え方を働かせ，

数学的活動を通して」育成することを目指すと示された。

さらに「数学的な見方・考え方」を働かせるためには統

合的・発展的に考えることを重視すると示されている。 

また，数学は学習内容の系統性が強い。渡邊（2010）

は「数学の広がりを実感させるためにも、同じ問題（教

材）を小・中・高で扱うということもあってよい・繰り

返しではなくスパイラルで上がっていく」と学校種を超

えた学びのつながりを意識した教材の価値を述べている。 

そこで，単元や学校種を超えた算数・数学の学びのつ

ながりを意識した授業を行うことで，生徒が「数学的な

見方・考え方」を働かせ，深い学びが促進されるのでは

ないかと考えた。本研究は実践した授業から成果と課題

を見つけ，算数・数学の学びのつながりを重視した教材

及び授業への示唆を得ることを目的とする。 

2．研究の方法と内容 

両角・荻原（2011）は「生徒は、数学に関わる抽象化

や一般化を行う過程で、これまで学んだ事柄を整理し、

関連付け、これから学ぼうとする事柄への洞察を行って

いる。同時に、自分自身の学習活動を振り返り、俯瞰す

ることから、今まで学んだ事柄に関する新たな解釈も行

っている。」「『数学的な洞察と新たな意味形成の繰り

返し』による数学的活動により、生徒の数学学習は深ま

っていく。」と述べている。（図１） 

本研究では，生徒自身が洞察や新たな解釈を行うこと

を促進するため，単元や学校種を超えた算数・数学の学

びのつながりを意識した教材を開発し授業を構成し，中

学校と高等学校で共通の題材を扱い授業を行った。具体

的には，2円の交点と他の１点を通る円の決定（図2）を

題材とした。作図や方程式によって図形を表現でき，単 

図1 生徒の数学学習の過程 

図2 教授実験で扱った教材とその背景 

元や学校種を超えた解釈が可能な題材である。中学校第

1学年「平面図形」，高等学校第2学年「図形と方程式」

の授業内で扱った。 

中学校の授業では，数学Ⅱ 図形と方程式の内容を改題

した。数学Ⅱでは、式を用いて論理的に円の中心や半径

を求めるが、作図を通して直観的かつ論理的に円の位置

を捉える。高等学校では，式を図形的に解釈するため作

図を絡めた授業を行った。 
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3. 実践結果と考察

（1）中学校 第１学年での実践 

ⅰ）授業の概要 

附属中学校にて実践を行った。はじめに2点を通る円

をかく活動を行い直観的に円の決定条件を捉えた。その

後、3 点を通る円の作図の課題を提示した。また、

GeoGebraでの作図との対照も行った。中学1年生の図

形単元は直観から論理への移行段階であるため、本時の

題材もその過程をたどるようにした。 

ⅱ）考察 

生徒たちは未知の事象を直観的に捉え、論理的に考察

していた。その過程に学習活動を振り返り新たな解釈を

するようすや既習との関連付けが見られた。はじめは根

拠なく図をかく生徒が見られたが、2 点を通る円をかく

活動に2点から等距離の点を見つける活動という解釈を

したり，垂直二等分線の性質を関連付けたりして次第に

コンパスの性質をいかして根拠をもって円の中心を作図

するようになった。また，2 点から等距離の点を作図し

た過程を振り返り3点から等距離の点を作図する方法を

探究するようすが見られた。 

また，中学校の授業で高等学校の内容を扱うことで、

数学を学ぶことへの意欲や数学自体への興味関心の向上

を促すことができる。授業後のアンケートから今後の数

学の学びに興味をもつことで、今学んでいることの価値

を実感できることも示唆された。 

（2）高等学校 第2学年での実践 

ⅰ）授業の概要 

県立高等学校にて実践を行った。方眼紙に作図した 2

円及びその交点を通る円の図に座標軸をかき加える。作

図の過程を振り返り，図形を方程式で表すことで2円の

交点を通る円の方程式の一般式を求めた。また，

GeoGebra を用いて任意の方程式が表す図形を動的に確

認した。 

ⅱ）考察 

複数の単元にまたがる教材を扱うことは見方・考え方

を働かせて考察することにつながる。作図の過程を振り

返り解析幾何の視点から解釈を行い，一つの図形につい

ての考えを深めることができた。たとえば，2 円の共有

点を通る円の方程式を求めた際には，求めた過程を振り

返り，式を解釈することで表す図形を定めた。 

また，授業の後半では教師の誘導的な場面が目立った。

十分に生徒が考える時間をとることができず，一つの解

釈のみで進行したことによって誘導的な授業になってい

た。教材研究の時点で多様な考えを教師が想定し，授業

では生徒自身が様々な視点で課題をとらえ，学びをつな

げられるように改善すること求められる。 

4．おわりに 

 本研究を通して，学びのつながりを意識した授業を行

うことで生徒の見方・考え方を働かせ深い学びを促進す

ることや数学を学ぶことへの意欲や数学自体への興味関

心の向上を促すことの可能性が示唆された。 

一方で，学びのつながりを意識するあまり誘導的な授業

になりやすいことが問題点としてあがった。一つの解釈

の押し付けにならないように十分な教材の検討が求めら

れる。今後の課題は，取り上げた題材の以外にも学びの

つながりを意識した教材の開発，授業を行い生徒の学習

への効果を考察することである。 
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図２ 座標軸をかき加えた図 
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